
す
る
こ
と
は
、
�
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
受
け
身
的
な
義
務
と
し

て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
社
会
か
ら
信
頼
・
共
感
さ

れ
る
企
業
を
目
指
し
た
主
体
性
の
あ
る
活
動
と
す
る
、

�
社
員
一
人
一
人
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
理
解
し
、
日
常
行
動

の
中
で
実
践
す
る
風
土
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
六
年
度
を
デ
ン
ソ
ー
に
お
け
る

Ｃ
Ｓ
Ｒ
元
年
と
位
置
づ
け
、
具
体
的
な
活
動
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

社
員
一
人
一
人
に
根
付
く
活
動
へ

当
社
に
は
一
九
四
九
年
の
創
業
以
来
、
脈
々
と
培

っ
て
き
た
価
値
観
・
信
念
で
あ
る
「
デ
ン
ソ
ー
ス
ピ

リ
ッ
ト
」
が
あ
り
、「
先
進
」「
信
頼
」「
総
智
・
総

力
」
と
い
う
三
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ

の
中
で
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
実
践
に
あ
た
っ
て
は
、特
に
「
総

智
・
総
力
」
の
発
揮
を
重
視
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

社
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
大
切
に
し
、
グ
ル
ー
プ
一
〇
万
人
の
一
人
一
人

の
行
動
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
根
付
く
こ
と
に
よ
り
、「
Ｉ
Ｓ

Ｒ（（Individual
SR
：

一
人
一
人
の
社
会
的
責
任

行
動
）」
ま
で
深
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
社
員
が
理
解
・
共
感
し
、
行
動

に
つ
な
が
る
よ
う
仕
掛
け
や
道
具
立
て
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
取
り
組
み
事
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
す
る
。

【
デ
ン
ソ
ー
Ｃ
Ｓ
Ｒ
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

ま
ず
は
、
当
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
対
す
る
考
え
方
や
活

動
内
容
を
社
員
一
人
一
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

イ
ン
ナ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
二

〇
〇
六
年
四
月
か
ら
「
デ
ン
ソ

ー
Ｃ
Ｓ
Ｒ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

始
し
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
大
き

な
概
念
を
具
体
的
な
活
動
分
野

に
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
さ
せ
、
シ

リ
ー
ズ
化
し
て
開
催
す
る
も
の

で
、
初
年
度
は
計
五
回
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
約
二
〇
〇
〇
名
の
社

員
が
参
加
し
た
。
単
な
る
情
報

伝
達
だ
け
で
な
く
、
社
員
か
ら
の
意
見
や
提
案
を
会

社
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
度
の
活
動
内
容
は
右
表
の
と
お
り
で

あ
る
。

【
社
員
向
け
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
「
私
た
ち
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
」
の
発
行
】

二
〇
〇
六
年
度
か
ら
従
来
の
環
境
・
社
会
報
告
書

を
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
改
編
し
た
の
に
合

わ
せ
て
、
社
員
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
個
人
や
職
場

グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
む
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
事
例
集
と
し

て
「
私
た
ち
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
」
を
新
た
に
発
行
し
た
。

今
後
は
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
社
内
で
の
研
修
会
や
懇
談

会
で
活
用
し
、
一
人
で
も
多
く
の
社
員
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を

身
近
な
も
の
と
感
じ
て
、
行
動
に
結
び
つ
く
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

【
デ
ン
ソ
ー
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
創
設
】

社
員
一
人
一
人
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
理
解
す
る
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
一
歩
進
ん
で
自
発
的
な
行
動
に
つ
な
げ
る

た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
よ
り

社
員
参
加
の
環
境
共
生
活
動
「
デ
ン
ソ
ー
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
れ
は
二
〇
〇
五
年
に
開
催
さ
れ
た
「
愛
・
地
球

博
」
の
中
で
実
施
さ
れ
、
半
年
間
で
約
六
〇
万
人
が

参
加
し
た
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
エ
コ
マ
ネ
ー
事
業
」
に
関
連

さ
せ
、
デ
ン
ソ
ー
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
制
度
化

し
た
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
社
員
が
会
社
や
私
生
活
に
お
い
て

実
施
し
た
エ
コ
行
動（
エ
コ
通
勤
・
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運

動
・
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）に
対
し
、
一
定
の
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、
蓄
積
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
エ
コ

商
品
と
交
換
し
た
り
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
寄
付
な
ど

地
域
還
元
に
活
用
す
る
制
度
で
あ
る
。
個
人
の
エ
コ

行
動
を
ポ
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
「
見
え
る
化
」
し
、
そ

の
見
返
り
と
し
て
自
ら
も
う
れ
し
さ
を
享
受
で
き
る

点
が
特
長
で
あ
る
。
制
度
発
足
後
三
カ
月
で
参
加
者

が
二
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
な
ど
、
順
調
な
立
ち
上
が

り
と
な
っ
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
大
き
な
概
念
の
活
動
を
社
内
に
浸

透
定
着
さ
せ
る
に
は
、
こ
う
し
た
よ
り
具
体
的
で
わ

か
り
や
す
い
活
動
と
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
大

変
重
要
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
社
員
一
人
一
人
に
根
ざ
し
た
活
動

を
目
指
し
た
デ
ン
ソ
ー
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
も
緒
に
つ
い
た
ば

か
り
で
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
実
践
す
る
こ
と
が
社

員
一
人
一
人
の
誇
り
と
な
る
よ
う
な
風
土
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

オープニングフォーラム

社会貢献フォーラム

防災フォーラム

企業倫理フォーラム

女性フォーラム

４月

７月

９月

１０月

１２月
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経
営
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
の
中
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ

当
社
は
二
〇
〇
四
年
四
月
に
長
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
「
デ
ン
ソ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
５
」
を
発
表

し
た
。
約
二
年
の
歳
月
を
か
け
、
ト
ッ
プ
か
ら
中

堅
・
若
手
社
員
ま
で
幅
広
い
層
が
参
画
し
、
一
〇
年

後
の
デ
ン
ソ
ー
が
目
指
す
姿
を
議
論
し
、
経
営
の
指

針
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

新
ビ
ジ
ョ
ン
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
た
の

が
、「
社
会
か
ら
信
頼
・
共
感
さ
れ
る
企
業
行
動
」

で
あ
り
、
今
後
当
社
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
を
大
切
に
す
る
Ｃ
Ｓ

Ｒ
経
営
を
目
指
す
こ
と
を
経
営
課
題
と
し
て
明
確
化

し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
発
表
を
間
近
に
控
え
た
二
〇
〇
四
年
二

月
、
海
外
の
取
引
先
か
ら
一
通
の
レ
タ
ー
が
届
い
た
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
当
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
実
態

を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
国
際
規

格
・
指
針
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
他
社
か
ら
も
同
様
の
動
き
が

相
次
い
だ
。

ま
た
、
同
時
期
に
国
内
外
の
投
資
信
託
の
調
査
機

関
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
評
価
し

ラ
ン
キ
ン
グ
等
に
活
用
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
依

頼
が
急
増
す
る
な
ど
、
二
〇
〇
四
年
に
入
り
、
Ｃ
Ｓ

Ｒ
活
動
を
促
す
外
部
か
ら
の
働
き
か
け
が
高
ま
っ
て

き
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
当
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
は
、
外
部
環
境

の
変
化
を
先
取
り
し
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
中
か

ら
内
発
的
に
沸
き
起
こ
る
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ

し
て
、
二
〇
〇
五
年
一
月
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
Ｃ
Ｓ

Ｒ
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
経
営
企
画

部
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
室
が
新
設
さ
れ
た
。

デ
ン
ソ
ー
流
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
は
、
活

動
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク（
枠
組
み
）を
固
め
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
世
界
三
二
カ
国
の
二
〇
〇
以
上
の
グ
ル
ー

プ
会
社
を
巻
き
込
ん

だ
活
動
と
す
る
た
め

に
は
、
�
グ
ル
ー
プ

で
共
有
す
る
方
針
づ

く
り
、
�
重
点
的
に

取
り
組
む
課
題
設
定
、

�
グ
ル
ー
プ
全
体
の

推
進
体
制
づ
く
り
が

重
要
と
な
る
。

そ
こ
で
、
国
内
外

の
グ
ル
ー
プ
企
業
と

議
論
を
重
ね
、
社
外

の
有
識
者
の
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、

下
図
の
よ
う
な
「
デ

ン
ソ
ー
流
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

を
構
築
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
を

展
開
す
る
上
で
重
視

岩
原
明
彦

い
わ
は
ら

あ
き
ひ
こ

CSR わが社の取り組み

デ
ン
ソ
ー
ス
ピ
リ
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ト
を
発
揮
し
、

社
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に
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く

Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
目
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て

デ
ン
ソ
ー
経
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企
画
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Ｃ
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推
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室
長
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